
MGP
野生鳥獣による農作物被害（東北）の現状

「みまわり君」模型作成
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・昨年の被害額は十数億円程
・様々な対策を講じるも動物が学習→効かなくなってしまう場合も…
・畑が広大なため、撃退システムに膨大な管理費がかかる
（例→電気策）

クマに焦点を絞って、新しい対策を考える。

「みまわり君」イメージ図↓

・GPSを用いた自動走行機能の搭載
・他の動物にも対応可能に
・スマホやPCとの連携機能

※赤外線温度センサーで
動物感知


